
政府は「TPP大
筋合意」を撤回せよ
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　10月6日、難航していたTPP（環太平洋連携協定）交渉の「大筋合意」が発表され
ました。安倍自公政権は、国民にも国会にも秘密のままに国会決議に反する譲歩を行
い、各国に合意の受け入れをせまりました。強く抗議し、撤回させましょう。

経
済
主
権
売
り
渡
す

　

安
倍
内
閣
は
、農
産
物
重
要
5
品
目
で
大
き
な
譲
歩
を
行
っ
た
だ
け
で
な
く
、

事
前
交
渉
で
食
の
安
全
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
の
廃
止
な
ど
）や
保
険
市
場
の
開
放
（
ア

フ
ラ
ッ
ク
）、
自
動
車
関
税
を
長
期
間
維
持
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
要
求
を
次
々
に

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
場
で
も
、ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
各
国
に
合
意
を
せ
ま
り
、国
会

決
議
で
「
国
の
主
権
を
損
な
う
よ
う
な
条
項
に
は
合
意
し
な
い
」と
し
た
Ｉ
Ｓ

Ｄ
Ｓ
条
項
を
設
定
す
る
な
ど
、
多
国
籍
大
企
業
の
利
益
拡
大
を
最
優
先
す
る
ア

メ
リ
カ
型
ル
ー
ル
の
持
ち
込
み
を
推
進
す
る
役
割
を
は
た
し
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、「
経
済
的
利
益
を
超
え
た
長
期
的
な
安
全
保
障
上

の
大
き
な
意
義
が
あ
る
」と
ア
メ
リ
カ
議
会
で
演
説
（
4
月
30
日
）、
日
米
同
盟

の
強
化
の
た
め
の
譲
歩
を
約
束
し
ま
し
た
。

突
然
発
表
さ
れ
た

野
菜
・
く
だ
も
の
な
ど
の
関
税
撤
廃

　

国
会
決
議
は
、「
交
渉
に
よ
り
収
集
し
た
情
報
を
、
国
会
に
速
や
か
に
報
告
、

国
民
に
十
分
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
」を
も
と
め
ま
し
た
が
、「
秘
密
協
定
」

が
あ
る
と
い
っ
さ
い
情
報
を
出
さ
ず
、
次
々
と
譲
歩
を
重
ね
た
こ
と
が
大
筋
合

意
の
内
容
に
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
筋
合
意
の
概
要
に
追
加
し
て
、
突
然
、
大
部
分

の
農
産
物
、
林
産
物
、
水
産
物
の
関
税
撤
廃
が
次
々

に
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
重
大
で
、
深
刻
で

す
。

　

野
菜
、
く
だ
も
の
、
畑
作
物
、
水
産
物
な
ど
地
域

経
済
、
国
民
の
豊
か
な
食
生
活
を
支
え
て
い
る
国

内
生
産
物
を
輸
入
と
の
競
争
に
ま
か
せ
、

多
く
の
家
族
経
営
と
地
域
農
業
を
押
し
つ

ぶ
す
も
の
で
す
。

農
産
物
重
要
5
品
目
で
大
幅
譲
歩

　

T
P
P
交
渉
参
加
に
あ
た
っ
て
、
国
会
決
議
が
聖
域
と
し
た
重
要
5
品
目

（
米
、
麦
、
牛
・
豚
肉
、
乳
製
品
、
甘
味
資
源
）は
主
な
品
目
の
関
税
撤
廃
は
し
ま

せ
ん
が
、輸
入
枠
を
増
や
し
30
％
の
品
目
の
関
税
を
撤
廃
し
ま
す
。　

●
米
…
米
国
、豪
州
に
当
初
5
・
6
万
㌧
、13
年
目
以
降
7
・
84
万
㌧
の
輸
入
枠

を
設
け
る
。
6
万
㌧
も
の
米
輸
入
は
、
過
剰
・
米
価
下
落
を
深
刻
化
さ
せ
る

こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
麦
…
米
国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
に
国
別
輸
入
枠
を
新
設
（
当
初
19
・
2
万
㌧
、
7

年
目
以
降
25
・
3
万
㌧
）。

●
牛
・
豚
肉
…
牛
肉
は
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
（
輸
入
急
増
時
に
関
税
を
戻
す
）付
で
関

税（
現
行
38
・
5
%
）を
当
初
27
・
5
%
、16
年
目
以
降
9
%
に
引
き
下
げ
、セ
ー

フ
ガ
ー
ド
は
４
年
発
動
が
無
け
れ
ば
廃
止
。
豚
肉
は
、
関
税
を
引
き
下
げ
、

高
い
肉
は
撤
廃
す
る
。

●
乳
製
品
（
バ
タ
ー
、
脱
脂
粉
乳
）、
甘
味
資
源
（
砂
糖
な
ど
）…
Ｔ
Ｐ
Ｐ
枠
を
設

け
輸
入
を
拡
大
。

　

エ
サ
高
や
生
産
者
価
格
の
低
下
で
、
離
農
が
止
ま
ら
な
い
酪
農
。
肉
牛
の

生
産
は
、い
っ
そ
う
困
難
に
。
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この約束
は

忘れません



条
約
発
効
の
見
通
し
は
た
っ
て
い
な
い

安
全
な
食
料
は
日
本
の
大
地
か
ら

戦
争
法
廃
止
め
ざ
す

国
民
連
合
政
府
を

や
め
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る

地
域
経
済
を
守
る

国
民
的
共
同
を

農
村
の
若
者
を

再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
た
め
に

　

大
筋
合
意
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
終
了
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
協

定
文
書
の
作
成
、
各
国
で
の
批
准
（
日
本
は
国
会
承
認
）が

必
要
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
90
日
ま
え
に
協
定
内
容
を
議

会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
ル
ー
ル
が
あ
る

た
め
、
審
議
は
「
順
調
に
い
っ
て
も
来
年
3
月
後
半
頃
か
ら
」

（「
日
経
」15
日
付
）で
、
そ
の
こ
ろ
は
大
統
領
選
挙
の
候
補
者

選
び
が
山
場
に
な
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
法
案
は
選
挙
後
と
い
う
報
道

も
あ
り
ま
す
。

　

大
筋
合
意
に
対
し
、日
本
国
内
を
は
じ
め
、各
国
で
「
譲
歩

し
す
ぎ
」「
国
益
を
損
な
う
」な
ど
の
批
判
が
起
き
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
も
「
自
由
貿
易
は
、
大
企
業
を
利
す
る
だ
け
」と

労
働
組
合
・
市
民
団
体
が
批
判
、
国
会
議
員
の
な
か
に
も
反

対
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

合
意
内
容
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
反
対
、
再
交
渉

な
ど
の
声
が
増
え
ま
す
。

　

大
筋
合
意
と
交
渉
経
過
の
全
面
公
開
、
各
分
野
へ
の
影
響

を
明
ら
か
に
さ
せ
、大
筋
合
意
の
撤
回
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
反
対
の

声
を
大
き
く
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

農
林
漁
業
は
、
地
域
経
済
の
柱
で
あ
り
、
国
民
の
生

活
基
盤
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、安
倍
自
公
政
権
の
大
企
業

優
先
、
外
需
頼
み
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
柱
で
あ
り
、
国

民
の
暮
ら
し
、地
域
を
壊
し
ま
す
。

　

国
民
の
暮
ら
し
優
先
、
内
需
拡
大
を
柱
に
、
各
国
の

主
権
を
尊
重
す
る
貿
易
秩
序
こ
そ
必
要
で
す
。

●
食
料
主
権
を
確
立
し
、農
林
水
産
業
・
中
小
企
業
を
大
事

に
し
、地
域
経
済
を
立
て
直
す
。

●
生
産
コ
ス
ト
を
償
う
価
格
・
所
得
補
償
を
確
立
し
、
多
様

な
担
い
手
を
守
る
。

●
青
年
就
農
者
支
援
、農
産
加
工
の
振
興
と
販
路
の
確
保
な

ど
地
域
農
業
を
振
興
さ
せ
る
。

　

日
本
の
侵
略
戦
争
は
、
農
家
、
農
村
か
ら
多
く
の
青
年

を
戦
場
に
送
り
こ
み
ま
し
た
。
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
農
林
漁
業
と
地
域
を
荒
廃
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
も
、農

家
、農
村
の
青
年
が
自
衛
隊
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。
安
倍

自
公
政
府
は
、
国
民
多
数
の
反
対
を
無
視
し
て
、
憲
法
違

反
の
戦
争
法
（
安
保
法
）を
強
行
採
決
し
、
日
本
を
再
び

戦
争
す
る
国
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、戦
争
法
を
廃
止
す
る
た
め
国
民
の
共

同
と
そ
れ
を
実
現
す
る
政
府（
国
民
連
合
政
府
）を
提
案
、

国
民
的
な
共
同
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
農
村
の
隅
々
か

ら
戦
争
法
廃
止
の
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

批准・調印は
これから 安倍暴走ノーの世論と運動を


